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　「私は子どもたちの笑顔で元気をもらっている近所のおじいちゃんだよ」と笑顔
で話す、大和市下鶴間地区民生委員児童委員として活動している金子直勝さん。
「民生委員は児童委員、どんな些細なことでも相談していいんだということを知っ
てもらえたら」と子育てに関することを気軽に相談でき、お母さんと子どもたち
の仲間づくりの場である子育てサロン「ぴょんぴょんくらぶ」を児童委員の顔つ
なぎの場として役立てている。
 【詳しくは12面へ】
 〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙
「健やかな子どもの成長を」願って



す
が
、
協
力
を
得
ら
れ
に
く
い
（
ま
た
は

身
寄
り
が
な
い
等
）
者
が
事
業
所
全
体
の

約
４
割
を
占
め
ま
す
。

　

一
方
、
社
協
が
担
っ
て
い
る
日
常
的
金

銭
管
理
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
日
生
事

業
で
は
、
契
約
締
結
能
力
が
喪
失
し
た
場

合
、
原
則
と
し
て
成
年
後
見
制
度
へ
移
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
利

用
者
の
う
ち
、「
早
急
に
成
年
後
見
制
度
へ

の
移
行
が
必
要
と
な
る
者
」
が
97
人
、「
近

い
将
来
移
行
が
必
要
と
な
る
者
」
が
１
５

７
人
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
理
由

と
し
て
は
、
①
判
断
能
力
の
低
下
が
著
し

い
（
69
％
）、
②
入
院
・
入
所
の
必
要
性
が

あ
る
（
19
％
）
③
親
族
か
ら
の
財
産
侵
害

や
虐
待
が
あ
る
（
４
％
）
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
生
事
業
の
利
用
者
で
は
、

親
族
の
協
力
が
得
ら
れ
に
く
く
、
市
区
町

村
長
申
立
て
が
想
定
さ
れ
る
方
が
、
６
割

に
も
及
び
ま
し
た
。

制
度
利
用
の
壁
と
な
る
も
の

　

で
は
、
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
、
制

度
利
用
の
準
備
や
検
討
を
具
体
的
に
進
め

て
い
る
６
３
３
人
の
支
障
と
な
っ
て
い
る

事
項
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
、「
申
立
人
（
親
族
）
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
次
い
で
「
本
人
が
制
度
の
利
用

を
拒
否
し
て
い
る
」
が
続
き
、
他
に
は
「
申

立
費
用
」「
報
酬
」
等
の
費
用
負
担
に
関
す

る
経
済
的
な
理
由
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　認知症や精神上の障害により判断能力が十分でない方の判断力を補うことで権利をまもる成年後見制度。
制度利用の促進に関する法律が施行され、国は「成年後見制度利用促進基本計画」を策定しました。この計
画を受けて、市町村では成年後見制度の利用促進に関する施策について、基本的な計画を定めることとされ
ています。
　制度のより一層の活用に期待が寄せられる中、本会では制度の潜在的な利用ニーズと取り組み状況を明
らかにすることを目的に、県内における成年後見制度のニーズ等に関する実態把握調査を実施しました（共
同募金配分金事業）。その「成年後見制度に関する実態把握調査」結果の概要をご紹介します。

　（平成29年９月実施・調査時点は28年３月末日）

特
集

権利擁護と成年後見制度の利用促進に向けて
―成年後見制度に関する実態把握調査報告書より―

成
年
後
見
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
取
り
組
み

　

成
年
後
見
制
度
は
、
現
在
、
全
国
で
約

21
万
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
認
知

症
高
齢
者
や
障
害
者
の
地
域
移
行
支
援
、

高
齢
者
の
単
身
世
帯
の
増
加
状
況
等
を
考

え
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
会
で
は
、
今
後
の
後
見
ニ
ー

ズ
の
急
増
に
備
え
、
地
域
に
お
け
る
権
利

擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
後
見
に
関
す

る
支
援
の
実
施
体
制
整
備
に
向
け
て
、
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
は
次
の
３
つ
の

枠
組
み
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
成
年
後
見
制
度
の
ニ
ー
ズ
調

査
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
相

談
支
援
事
業
所
（
以
下
、
事
業
所
。
８
５

８
カ
所
）、社
協
の
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
（
以
下
、
日
生
事
業
。
政
令
市
含
む
56

カ
所
）
を
対
象
に
、
制
度
が
必
要
な
人
が

何
人
い
る
か
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
か
等

を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
成
年
後
見
制
度
の
公
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。
市
町
村
長
申

立
て
の
状
況
や
費
用
の
助
成
、
権
利
擁
護

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
況
等
を
調
査
し
ま
し

た
（
政
令
市
含
む
33
カ
所
）。

　

三
つ
目
は
、
後
見
の
担
い
手
に
つ
い
て
、

法
人
後
見
・
市
民
後
見
人
養
成
を
行
う
社

協
や
、
専
門
職
団
体
を
対
象
に
受
任
件
数

や
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
は
１
事
業
所
あ
た
り
21
人

　

ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
回
答
の
あ
っ
た
４

１
８
カ
所
の
事
業
所
に
、
６
７
７
９
人
の

成
年
後
見
制
度
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
１
事
業
所
当
た
り

に
す
る
と
平
均
21
人
で
、
種
類
別
に
見
る

と
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
平
均
10

人
で
あ
る
の
に
対
し
、
障
害
者
相
談
支
援

事
業
所
は
平
均
30
人
と
な
っ
て
お
り
、
障

害
の
分
野
で
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。
そ
の
中
で
具
体
的
に
申
立
て
の
準

備
等
を
し
て
い
る
者
は
６
３
３
人
、
１
事

業
所
当
た
り
に
す
る
と
２
人
に
過
ぎ
ず
、

ニ
ー
ズ
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
準
備
に

至
っ
て
い
な
い
者
の
方
が
多
く
、
９
割
を

超
え
る
状
況
で
す
。

図１　制度利用が必要な主な理由（6779人中）

財産管理が
できない

56％
不動産の処分等
の法律行為困難

商品を次々に
購入する等
虐待（身体・精神・
性的。疑含む）
その他困難な
事情

8％

8％

5％

5％

　

後
見
制
度
の
利
用
に
は
申
立
て
に
当

た
っ
て
親
族
等
の
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
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そ
も
そ
も
制
度
利
用
の
入
口
と
な
る
申
立

て
の
時
点
で
申
立
人
の
問
題
が
あ
る
点

と
、
本
人
自
身
が
制
度
の
利
用
を
拒
ん
で

い
る
状
況
、
つ
ま
り
、
制
度
が
理
解
さ
れ

に
く
く
、
本
人
が
利
用
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
な
い
点
、
そ

し
て
利
用
に
伴
う

経
済
的
負
担
な
ど

が
制
度
利
用
を
阻

む
壁
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
具

体
的
に
準
備
の
段

階
に
な
っ
て
も
、

利
用
に
至
ら
な
い

要
因
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

市
町
村
行
政
の
取
り
組
み

　

市
区
町
村
長
の
申
立
て
は
全
国
的
に

年
々
増
加
し
て
お
り
、
最
高
裁
の
統
計
で

は
申
立
て
全
体
の
２
割
弱
を
占
め
、
神
奈

川
で
は
２
割
を
超
え
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

単
身
世
帯
等
の
増
加
に
伴
い
、
今
後
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
区
町
村
長
の
申

立
て
件
数
は
全
体
で
６
２
０
件
、
類
型
別

で
は
、
後
見
が
５
６
１
件
、
保
佐
52
件
、

補
助
７
件
で
、
全
体
の
９
割
を
後
見
類
型

が
占
め
て
い
ま
す
。
対
象
者
別
で
は
高
齢

者
が
５
２
５
件
で
全
体
の
85
％
、
障
害
者

が
95
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
制
度
利
用
に
か
か
る
申
立
て
の

経
費
や
後
見
人
の
報
酬
助
成
を
行
う
「
成

年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
」
で
す
が
、

後
見
人
の
報
酬
助
成
に
つ
い
て
は
全
て
の

市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
申
立

て
経
費
の
助
成
は
、
31
カ
所
（
94
％
）
実

施
の
状
況
で
す
。
ま
た
、
申
立
経
費
の
助

成
対
象
が
市
区
町
村
長
申
立
て
に
限
ら
れ

て
い
る
の
が
18
カ
所
（
58
％
）
あ
る
一
方
、

本
人
・
親
族
の
申
立
て
の
場
合
も
対
象
と

す
る
市
町
村
が
13
カ
所
（
42
％
）
あ
り
、

市
区
町
村
長
申
立
て
に
限
定
せ
ず
助
成
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

申
立
て
経
費
は
、
平
成
28
年
度
に
は
全

市
町
村
で
３
５
０
件
に
対
し
て
助
成
さ
れ
、

１
市
町
村
当
た
り
平
均
12
件
、
報
酬
助
成

は
６
７
３
件
の
事
案
に
対
し
て
助
成
さ
れ

て
お
り
平
均
21
件
で
す
。
申
立
て
経
費
と

報
酬
助
成
の
い
ず
れ
も
最
大
で
は
２
０
０

件
を
超
え
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
最

小
は
０
件
で
人
口
規
模
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
市
町
村
に
よ
り
差
が
あ
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
他
、
自
由
記
述
で
挙
げ
ら
れ
た
も

の
に
は
、「
資
力
が
な
く
福
祉
的
ニ
ー
ズ
の

高
い
対
象
者
の
後
見
等
を
受
任
す
る
機
関

の
構
築
が
課
題
」「
法
人
後
見
を
全
て
の
市

町
村
社
協
で
行
っ
て
ほ
し
い
」「
単
独
で
推

進
や
法
人
後
見
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
困

難
。
広
域
的
な
検
討
を
通
し
て
形
に
で
き

る
と
よ
い
」
な
ど
の
、
市
区
町
村
長
申
立

て
の
担
い
手
と
な
る
法
人
後
見
に
対
す
る

期
待
や
、
広
域
で
の
展
開
を
求
め
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

成
年
後
見
利
用
促
進
基
本
計
画
と
中

核
機
関
・
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

今
後
の
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に

当
た
っ
て
は
、
市
町
村
に
は
成
年
後
見
制

度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計

画
を
定
め
る
こ
と
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
な
ど
が

役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
は
平
成
28
年
３
月
末
日
を
時
点

と
し
た
調
査
な
の
で
、
計
画
策
定
に
つ
い

て
は
「
検
討
中
」
の
と
こ
ろ
が
多
い
で
す

が
、
国
の
計
画
に
は
具
体
的
に
工
程
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
計
画
の
策
定
や

成
年
後
見
の
中
核
と
な
る
機
関
の
設
置
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図 2　計画策定に向けた状況
　　　　　　　　　　　（33市町村中）

策定する
　6％

検討中
　52％

予定はあるが
時期未定
　18％

策定の予定はない
　　24％

　

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
全
国
ど

の
地
域
に
お
い
て
も
必
要
な
人
が
後
見
制

度
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
権
利
擁
護
支
援

の
必
要
な
人
を
把
握
し
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
る
地
域
連
携
の
仕
組
み
で
す
。

　

本
会
は
こ
れ
ま
で
市
町
村
に
お
け
る
権

利
擁
護
・
成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー
構
想

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
内
に
は
既

に
権
利
擁
護
に
関
わ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
が
進
ん
で
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
、権
利
擁
護
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
市
町

村
で
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
実
施
し
て

い
る
」
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
７
割
以
上
で

事
業
所
や
社
協
に
限
ら
ず
、
弁
護
士
や
社

会
福
祉
士
等
の
専
門
職
が
構
成
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。
元
々
は
、

虐
待
等
の
権
利
侵
害
事
案
や
多
問
題
世
帯

な
ど
地
域
の
権
利
擁
護
の
課
題
に
対
し
、

事
案
の
対
応
や
支
援
方
針
を
立
て
る
際
、

専
門
職
の
協
力
を
得
て
連
携
し
な
が
ら
作

ら
れ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
専
門
職
の
参
加
を
得
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
当
た
っ
て
は
、
専
門
職
と
の
さ
ら
な

る
連
携
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

図３　権利擁護支援の
　　　ネットワーク会議（33市町村中）

社協に委託して開催
　18％

開催している
　　24％

開催していない
　　58％

支障となっている事項（複数回答：633人中）
１位　申立人（親族）の協力が得られない　76人（12％）
２位　本人が制度の利用を拒否している　56人（9％）
３位　申立費用を工面するのが困難　50人（8％）
４位　後見人への報酬支払が困難　46人（7％）
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法
人
後
見
〜
社
協
の
取
り
組
み
〜

　

公
的
後
見
の
一
翼
を
担
う
市
町
村
社
協

の
法
人
後
見
で
す
が
、
法
人
後
見
を
実
施

す
る
19
社
協
の
受
任
す
る
要
件
は
、
適
切

な
後
見
人
等
候
補
者
が
い
な
い
こ
と
15
件

（
79
％
）、
市
区
町
村
長
申
立
て
で
あ
る
こ

と
８
件
（
42
％
）、
日
生
事
業
利
用
者
で
あ

る
こ
と
７
件
（
37
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す

（
複
数
回
答
）。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
法
人

後
見
は
後
見
人
候
補
者
が
得
ら
れ
に
く
い

場
合
の
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
の
受
任
累
計
は
４
０
１
件
、
類

型
別
に
み
る
と
後
見
３
１
７
件
（
79
％
）、

保
佐
71
件
（
18
％
）、
補
助
８
件
（
２
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
対
象
者
別
で
は
高
齢
者

２
８
７
件
（
72
％
）、
知
的
障
害
者
71
件

（
18
％
）、
精
神
障
害
者
40
件
（
10
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

図４　法人後見の累計（累計 401件中）

補助　2％ 無回答　1％

保佐　18％

後見　79％

　

こ
の
法
人
後
見
と
と
も
に
、
市
町
村
か

ら
委
託
を
受
け
た
市
民
後
見
人
の
養
成
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
時
点
で
は
県
内

に
お
け
る
市
民
後
見
人
養
成
研
修
の
修
了

者
２
５
１
人
中
、
市
民
後
見
人
と
し
て
選

任
さ
れ
た
者
が
46
人
（
18
％
）、
他
に
は
法

人
後
見
支
援
員
と
し
て
活
動
し
た
者
も
26

人
い
る
も
の
の
、
自
由
記
述
欄
で
も
挙
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
市
民
後
見
人
の
普

及
と
活
用
が
十
分
と
は
言
い
難
い
」
こ
と

が
課
題
で
す
。
市
民
後
見
人
の
養
成
は
、

地
域
の
権
利
擁
護
支
援
の
担
い
手
と
し
て

新
た
な
活
動
の
場
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取

り
組
み
や
司
法
と
の
さ
ら
な
る
連
携
が
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

専
門
職
の
取
組
み

　

県
内
で
後
見
人
を
担
う
専
門
職
は
、
主

に
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
・

行
政
書
士
・
税
理
士
で
す
。
本
調
査
で
は
、

各
団
体
の
受
任
状
況
や
各
団
体
の
候
補
者

名
簿
登
録
者
（
後
見
人
の
候
補
者
と
な
る

者
で
団
体
の
名
簿
に
登
録
し
て
い
る
者
）

数
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
が
、
ど
の
団
体
に

も
共
通
す
る
点
と
し
て
県
西
部
に
登
録
者

が
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
人
口

の
多
寡
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
の
後
見

ニ
ー
ズ
の
急
増
に
向
け
て
は
専
門
職
の
地

域
偏
在
が
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。
な
お
、

専
門
職
か
ら
み
た
課
題
に
は
、「
家
庭
裁
判

所
か
ら
後
見
人
と
な
る
人
の
推
薦
を
求
め

ら
れ
る
件
数
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
中
、

人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と

や
、「
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
中

で
も
身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢
者
で
経
済

的
に
も
余
裕
の
な
い
方
が
増
加
し
て
い
る

印
象
が
あ
る
」
と
し
て
制
度
の
担
い
手
が

不
足
す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

声
な
き
声
の
ニ
ー
ズ
か
ら
地
域
づ
く
り
へ

　

金
銭
・
財
産
の
管
理
や
、
介
護
や
福
祉

の
サ
ー
ビ
ス
を
本
人
意
思
に
基
づ
い
て
利

用
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と
は
地
域

生
活
の
基
本
で
す
。
こ
れ
ら
の
支
援
は
こ

れ
ま
で
家
族
機
能
の
一
部
と
し
て
当
た
り

前
に
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
生
活
領
域
の

支
え
合
い
機
能
が
弱
ま
る
中
、
高
齢
の
親

と
障
害
の
あ
る
子
の
世
帯
や
、
老
々
介
護

の
状
況
な
ど
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

権
利
擁
護
ニ
ー
ズ
は
本
人
自
ら
も
気
づ

き
に
く
く
、
声
な
き
声
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
生
活
の

基
本
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
し

な
が
ら
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

権
利
擁
護
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
、
将
来
を

見
通
し
た
地
域
の
全
体
構
想
が
必
要
で
あ

り
、
ま
さ
に
地
域
福
祉
推
進
上
の
課
題
と

言
え
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
引
き
続
き
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
成
年

後
見
制
度
の
普
及
と
権
利
擁
護
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

（
権
利
擁
護
推
進
部
）

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川２－８－８ 第一川島ビル
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1528

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

一般家庭から大型ビルまで最新の
エレクトロ技術により皆様の安心
と安全を提供致します。防犯カメ
ラや新型【ＡＥＤ】も取扱ってお
ります。

本
調
査
の
報
告
書
全
文
を
公
開
し
て
い
ま
す

http://w
w
w
.knsyk.jp/s/kenri/pdf

/30kenrityousa.pdf
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

児童委員活動に込めた「想い」を織り交ぜ紹介します

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

応援する地域づくりに
むけて、児童委員や主
任児童委員は、地域の
「子育て応援団」を目
指しているのです。
　児童委員創設から70
周年を迎え、子どもや
社会を取り巻く状況が
大きく変化をしている中、子どもが抱える課題
は家庭状況を反映したものが多く、家庭全体へ
の支援なくして課題の解決は困難といえます。
地域においてあらゆる世代や世帯の支援にあ
たっている民生委員でもある児童委員だからこ
そ、子どもや家庭を取り巻く幅広い関係者との
連携を図りながらの支援が可能となります。
　そこで、県、横浜市、川崎市、相模原市の各
民生委員児童委員協議会を構成員とする本会民
生委員児童委員部会では、改めて児童委員や主
任児童委員の存在や役割について幅広く発信し
ていくことにしました。
　活動紹介だけではなく、児童委員、主任児童
委員が活動に取り組む中で大切にしている「気
持ち」や「想い」とともに６月号から民生委員
児童委員、主任児童委員より寄稿いただきます。
ご期待ください。 （生活支援担当）　

　戦後の影響を大きく受けた子どもを最優先に
救済する必要があるということで、昭和22年に
制定された児童福祉法により誕生した児童委員
制度は、昨年（平成29）で70周年を迎えました。
　そして、児童虐待やいじめなど子どもや子育
てをめぐる課題が多様化する中、児童委員活動
の充実と活性化を目的に平成６年に主任児童委
員が誕生して24年が経過します。
　児童委員や主任児童委員は、子育て中の親た
ちが孤立して悩みを抱え込まないようにするた
めの仲間づくりの場として「子育てサロン」を
運営したり、学校の登下校や遊び場で、子ども
たちが安心して安全に過ごせるよう、パトロー
ルやあいさつ運動をしたり、地域の実情に合わ
せ取り組んでいます。
　このように、子どもや子育て世帯が笑顔で生
活を送れることができるよう、また、子育てを

子育てサロンに参加した保護者が「いつもと違う様子だな」
「心配事があるのかな」等の視点を持ちつつ見守ります。

登下校時のあいさつ運動をと
おして、子どもと顔見知りの関
係をつくり、声を掛けられやす
い関係を築きます
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民
法
及
び
関
連
法
の
改
正
案
が
閣
議
決
定
、
福
祉
分
野
へ
の
影
響

神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
が
改
定

　

去
る
３
月
13
日
、
政
府
は
成
人
年
齢

を
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
る
民
法

改
正
案
と
22
の
関
連
法
の
一
括
改
正
案

を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
は
、
成
立

す
れ
ば
２
０
２
２
年
４
月
に
も
施
行
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
福
祉
分
野
の

制
度
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ

る
の
か
、
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

●
成
人
年
齢
引
き
下
げ
の
影
響

　

社
会
福
祉
法
の
社
会
福
祉
主
事
が
現

行
の
「
年
齢
20
年
以
上
」
か
ら
「
年
齢

18
年
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
福
祉
法
で
は
、
児
童
養
護
施
設

な
ど
で
措
置
延
長
と
な
っ
た
人
も
成
人

と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
監
護
者
に
関

係
す
る
児
童
虐
待
防
止
法
の
規
定
が
削

除
さ
れ
ま
す
。

●
相
続
の
仕
組
み
の
見
直
し

　

高
齢
社
会
な
ど
時
代
の
変
化
を
見
据

え
て
、
残
さ
れ
た
配
偶
者
の
生
活
が
困

窮
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
住
ま
い
と
生
活

資
金
を
確
保
し
や
す
く
す
る
た
め
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
配
偶
者
が
一
定

期
間
、
ま
た
は
終
身
住
む
こ
と
が
で
き

る
居
住
権
が
新
設
さ
れ
る
他
、
配
偶
者

が
生
前
贈
与
や
遺
言
で
与
え
ら
れ
た
自

宅
は
遺
産
分
割
の
対
象
か
ら
除
外
で
き

る
規
定
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

相
続
の
権
利
が
な
い
親
族
で
あ
っ
て

も
、
生
前
の
個
人
に
介
護
や
看
病
で
尽

力
し
た
場
合
に
、
相
続
人
に
金
銭
請
求

で
き
る
制
度
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

●
成
年
被
後
見
人
の
権
利
・

　
　
　
　
　

 

権
限
の
適
正
化

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
開
始
と
同
時

に
失
職
や
資
格
・
免
許
が
取
り
消
し
と

な
る
「
欠
格
条
項
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

適
用
の
対
象
は
国
家
公
務
員
法
や
医

師
法
な
ど
１
８
８
の
法
律
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
法
律
で
は
一
律
に

職
務
不
適
格
者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
た
め
ら

う
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

そ
の
他
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
、
い

わ
ゆ
る
事
実
婚
等
の
多
様
化
す
る
家
族

形
態
に
対
応
す
る
相
続
の
措
置
な
ど
、

一
部
は
現
在
も
議
論
が
続
け
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

市
町
村
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
支
援

す
る
県
行
政
の
施
策
の
方
向
性
等
を
示

す
「
神
奈
川
県
地
域
福
祉
支
援
計
画

（
平
成
30
年
度
〜
平
成
32
年
度
）」
が
、

福
祉
に
関
す
る
個
別
計
画
と
期
間
等
を

合
わ
せ
、
改
定
期
間
を
２
年
間
の
前
倒

し
に
よ
り
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
従
来
か
ら
と
も
し
び
運

動
を
推
進
し
、
と
も
に
生
き
る
福
祉
社

会
づ
く
り
を
公
私
協
働
で
推
進
し
て
き

ま
し
た
が
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
等
の
増
加
、
核
家
族
化
の
進
行
に
伴

い
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
社
会

的
な
孤
立
、
貧
困
の
問
題
の
顕
在
化
な

ど
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て

い
る
中
で
、
国
の
施
策
も
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
・
分
野
ご
と
の
縦
割
り
解
消
や

「
支
え
手
」「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を

超
え
た
地
域
共
生
社
会
の
推
進
な
ど
、

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
本
県
で
は
「
と
も
に
生
き
る

社
会
か
な
が
わ
憲
章
」（
平
成
28
年
）
が

策
定
さ
れ
、
よ
り
一
層
共
生
社
会
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
平
均
寿
命
が
延
び

「
人
生
百
歳
時
代
」
を
迎
え
る
中
で
、
未

病
改
善
の
推
進
や
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、「
誰
も
排
除
し
な
い
、
誰

も
差
別
さ
れ
な
い
、
と
も
に
生
き
、
支

え
合
う
社
会
の
実
現
〜
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
〜
」
を

基
本
目
標
に
掲
げ
、
民
生
委
員
児
童
委

員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
福
祉
の
担
い

手
や
、
福
祉
介
護
人
材
の
確
保
定
着
な

ど
の
〈
ひ
と
づ
く
り
〉、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
街
づ
く
り
や
特
に
高
齢
者
・
障
害
者

の
災
害
時
の
支
援
を
も
含
め
た
〈
地
域

（
ま
ち
）
づ
く
り
〉、
地
域
住
民
が
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
「
我
が
事
」
と
し
て
捉

え
「
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
包
括
的
な

支
援
体
制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
子
ど
も

を
含
む
生
活
困
窮
へ
の
取
り
組
み
、
成

年
後
見
制
度
の
推
進
、
虐
待
防
止
対
策

や
差
別
の
解
消
等
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
る
〈
し
く
み
づ
く
り
〉
の
３
つ
を

大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
及
び
本
会
会
員
に
関
係
の
あ
る

内
容
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.jp/
docs/n7j/pub/docum

ents/03.pdf
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2018年3月26日～4月25日

●福祉や交流の拠点に三浦市社協新施設開所
　三浦市社協は２日、地域福祉の拠点と
なる「共生サービスセンター暖

あったかん
館」を開

所し、高齢、障害児・者が利用できる「共
生型サービス」に対応した事業所を目指
し、手続きを進めている。建物は、企業
の保養所を改修した。

●子ども食堂2200カ所超　資金難の課題も
　こども食堂安心・安全向上委員会は３
日、全国に子ども食堂が2200カ所以上あ
り２年前と比べて７倍急増している、と
調査結果を発表した。個人が運営する食
堂も多く、食中毒やけがなどのリスク対
応や、資金繰りといった課題も抱えてい
る。

●県、ＬＧＢＴの本格支援に乗り出す
　県は４月から、性的マイノリティ（Ｌ
ＧＢＴ等）の本格的な支援に乗り出す。
当事者らの要望に応じ、専門相談員派遣
型個別相談を全国で初めて実施する。具
体的には、当事者や家族、学校や職場の
支援者の要請を受け、臨床心理士などを
相談者の元へ派遣する仕組み。

●大和市「70代高齢者と呼ばず」意識改革宣言
　大和市は11日「70歳代を高齢者と言
わない都市やまと」を宣言した。市民の
意識を変え、生涯現役の意識が高まるこ
とを期待している。広報紙や市が発信す
る文書で70歳代をなるべく「高齢者」とは
標記せず、「70歳代の市民」などとする。

●日本の総人口１億2670万人　７年連続減少
　総務省は13日、2017年10月１日時点の
外国人を含む総人口は１億2670万6000人
で、前年から22万7000人減ったと発表し
た。減少は７年連続。また、65歳以上の
高齢者が3500万人を突破したのは初めて。

　

関
東
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
で
は
、

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
み
ん
な
笑
顔
に
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

お
い
し
さ
・
楽
し
さ
・
食
べ
る
喜
び
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
日
に
は
、

本
会
を
通
じ
て
児
童
福
祉
施
設
等
（
入

所
）
に
毎
年
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
寄
贈

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
児
童
福
祉
施
設

の
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
届
け
た
い
」

と
、
今
年
も
60
施
設
に
３
６
３
８
個
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
活
動
と
し
て
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
「
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
レ
ー
ス
」
を
パ
パ
イ
ヤ
鈴
木

さ
ん
に
よ
る
振
り
付
け
で
完
成
し
、
こ

の
度
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
を
本
会
に
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

暑
い
時
期
に
、冷
た
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
メ
ー
カ
ー
様

赤
城
乳
業（
株
）、
ア
ン
ド
栄
光

（
株
）、
森
永
エ
ン
ゼ
ル
デ
ザ
ー
ト

（
株
）、
森
永
製
菓（
株
）、
オ
ハ
ヨ
ー

乳
業（
株
）、
協
同
乳
業（
株
）、
丸
永

製
菓（
株
）、
フ
タ
バ
食
品（
株
）、
森

永
乳
業（
株
）、
タ
カ
ナ
シ
乳
業

（
株
）、ク
ラ
シ
エ
フ
ー
ズ
販
売（
株
）、

（
株
）ロ
ッ
テ
ア
イ
ス
、井
村
屋（
株
）、

（
株
）明
治
、
江
崎
グ
リ
コ（
株
）、

ハ
ー
ゲ
ン
ダ
ッ
ツ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

 ５月９日アイスクリームの日　関東アイスクリーム協会 

東京オリンピック
開催年の昭和39
年（1964年）に５
月９日を「アイス
クリームの日」と
しました。

　

今
年
度
の
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
は
、
10
月
14
日（
日
）午
前

10
時
か
ら
、
全
国
一
斉
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
該
試
験
の
受
験
資
格
は
、
介
護
保

険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令（
厚
生
労
働
省
令
第
19
号
）に
よ
り
平

成
27
年
２
月
に
改
正
さ
れ
、
今
年
度
は
、

見
直
し
後
の
受
験
要
件
し
か
認
め
ら
れ

な
い
最
初
の
年
と
な
り
ま
す
。
受
験
要

件
は
、
表
の
１
〜
５
の
業
務
に
通
算
し

て
５
年
以
上
か
つ
、
当
該
業
務
に
従
事

し
た
日
数
が
９
０
０
日
以
上
の
者
と
な

り
ま
す
。

　

詳
細
な
試
験
概
要
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.knsyk.jp/

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

（
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
）

平
成
30
年
度
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

 

―
見
直
し
後
の
受
験
要
件
で
全
面
実
施

 １、法定資格保有者　
対象になる資格を取得後、登
録日以降当該資格に係る業務
に従事した期間
※但し、要援護者に対する直
接的な業務を行っていること
が条件
※対象になる資格については
ホームページをご覧ください

 ２、生活相談員　
生活相談員として、（地域密
着型）介護老人福祉施設・（地
域密着型）特定施設入居者生
活介護（介護予防を含む）に
おいて、要介護者等の日常生
活の自立に関する相談援助業
務に従事した期間

 ３、支援相談員　
支援相談員として、介護老人
保健施設において、要介護者
等の日常生活の自立に関する
相談援助業務に従事した期間

 ４、相談支援専門員　
障害者総合支援法第５条第16
項及び児童福祉法第６条の２
第６項に規定する事業の従事
者として従事した期間

 ５、主任相談支援員　
生活困窮者自立支援法第２条
第２項に規定する事業の従事
者として従事した期間

※上記内容は、平成27年２月12日付
厚生労働省老健局の通知を元に作成
しております。変更等ございました
ら、本会ホームページでお知らせし
ます。
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〈連絡先〉
〔法人本部〕〒243－0035 厚木市愛甲１－７－６
☎ 046－247－7503　 FAX 046－247－7508
URL http://www.kilc.org　 Mail info@kilc.org❖重度訪問介護とは

　重度訪問介護とは、障害者自立支援法第５条第３項
に規定されたサービス項目の一つです。重度の肢体不
自由者で、常時介護を要する障害者に、居宅における
入浴、排泄、食事の介護、外出時における移動中の介
護などを総合的に供与するサービス項目です。
　当法人では、重度訪問介護従業者として従事するこ
とを希望する方を対象に、「重度訪問介護従業者養成
研修」をこれまで32回開講し、修了生は500名を超えて
います。
　介護福祉士、介護職員初任者研修等、他の資格では
研修内容が高齢者主体となりがちですが、当研修では
全身性障害者に特化し、演習を含む講座２日間と障害
当事者の元で行う現場実習6.5時間で、全身性障害者
の障害特性や介助に必要な知識や介護技術を習得する
ことができます。

❖研修の内容
　講座では、障害者福祉の制度、理念、技術などを学
び、日頃、地域において相談業務や訪問看護に従事さ
れている方、地域で主体的に暮らす重度障害者の生の
声を聞きます。演習では、理学療法士と一緒に身体に
負担の少ない介助姿勢や天井走行型リフトを使用し、
ベッドから車椅子への移乗介助や車椅子操作など、よ
り専門的な指導を受けることができます。
　現場実習では、在宅介護サービスの提供現場にて、
障害当事者の指示（自己選択・自己決定）の元、実習
指導員と一緒に実際の介助を体験することができます。

❖実際にサービスを利用している障害当事者の声
　「わたしは、具体的な介助方法だけでなく、障害者と
介護者の関係の作り方等、自立生活の基本的な考え方
を自ら介助者へ伝えています。介助スタッフからは障
害者や介護に対する考え方が変わったなど、うれしい
声が身近に聞けることもこの生活の大きな魅力です」

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

❖重度訪問介護従事者養成研修のスケジュール
　最近は、当研修を福祉事業所の研修や、スキルアッ
プのために受講される方も増えています。詳細は当法
人までお問い合わせください。

• 講座日程（１と２のどちらかにお申し込みくださ
い。下記の日程の他に、現場実習が6.5時間ありま
す。現場実習は講座修了後10日以内に行います）
　　１ 平成30年９月１日（土）、２日（日）
　　２ 平成31年３月２日（土）、３日（日）
•定員：各30名
•会場：福祉保健研修交流センター　ウィリング横浜
　　　　（京急／市営地下鉄「上大岡」駅　下車３分）
•内容： 〈１日目〉重度身体障害者の地域生活等に関す

る講義等〈２日目〉外出時の介護技術に関す
る実習等。

　　　　 講座修了後に介護技術・移動介助等の現場実
習あり

•費用：15,000円（テキスト代、実習時保険料等）
•申込： 当法人ホームページより申込用紙をダウン

ロードしていただき、必要事項を記入の上、
FAXまたは郵送でお申し込みください。

　私たちＫＩＬＣ（キルク）では、障害当事者の自
立生活の一助としての活動をしており、「重度訪
問介護従業者養成研修」を実施しています。当
研修は、全身性障害者の日常生活を支える介助
者を幅広く養成するとても重要な事業です。

「重度訪問介護従業者養成研修」を
受講してみませんか？

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
 ⇨ （Ｎ）神奈川県障害者自立生活支援センター

　がお伝えします !
　通称ＫＩＬＣ（キルク）。1997年４月設立。障害者の
自立生活を目指してピアカウンセリング（障害者によ
る相談事業）や各種情報提供、障害者施策の研究・提
言など障害当事者の目線で共生社会の実現を目指し
た活動を展開。現在、厚木・平塚等４カ所の事業所で
活動中。
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　 公益財団法人積善会　曽我病院
若年性認知症支援コーディネーター　田中香枝

福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

　認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）により、
若年性認知症支援コーディネーターが各都道府県に配置
されることが明記されました。本県では平成29年６月に
認知症疾患医療センター内へ配置され、平成30年４月か
らは県内で３名のコーディネーターが活動しています。
　65歳未満で発症する認知症を若年性認知症と言い、平
成21年の厚生労働省の調査報告によると、18歳から64歳
の人口における人口10万人当たりの若年性認知症者数は
47.6人、全国に３万7800人と推計されました。発症の平
均年齢は51歳、男性の方が多いと言われています。仕
事・家事・子育てのキーパンソン世代に発症するため、
さまざまな課題を抱えています。
　若年性認知症支援コーディネーターとは、若年性認知
症の人のニーズに合ったサービスや実施機関・団体等と
の調整役です。職場や産業医、地域の当事者団体や福祉
サービス事業所等と連携し、就労の継続や居場所づくり
の支援など、若年性認知症の人が自分らしい生活を継続
できるよう総合的なコーディネートが求められます。

　若年性認知症の人やご家族等への個別相談支援を通
じ、各関係機関とのネットワーク作りや、医療・介護・
福祉・職域関係者等への若年性認知症の理解を深めても
らえるよう県内各地で研修会を実施したり、適切な支援
が得られるための諸調整や支援制度の利用ができるよう
に日々取り組んでいます。平成30年１月には「早期介入
のための気づき」をテーマに研修会を実施しました。
　若年性認知症は診断から介護保険利用までの支援が充
分にない「空白期間」の問題があると言われており、診
断直後からの切れ目のない支援の充実が求められていま
す。就労中の年齢で発症する方も多く、職場の理解が得
られるよう、職域関係者への普及啓発が急務となってい
ます。また、取り組みの１つとして、平成30年１月より
本人ミーティングを毎月開催しています。回を重ねるご
とに当事者同士のつながりも生まれ、本人の社会参加の
場が増えています。本人同士だからこそ分かり合えるこ
ともあるのではないかと感じています。
　若年性認知症になったとしても、その人らしく地域で
生活できるように支援ができる専門職を目指し、今後も
実践を積み重ねていきたいです。

若年性認知症の方への支援を通じて

　昭和７年に創設され、現在は14の関連施設がある。平成26年６月から県より
「認知症疾患医療センター」を受託し、認知症の鑑別診断や専門相談等を実施
するなど、地域の認知症治療の中核病院としてサービスを提供している。
〈連絡先〉〒250－0203　小田原市曽我岸148　☎ 0465－42－1630
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居
場
所
に
は
、
担
い
手
自
身
が
豊
か
な

対
話
、
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
」
と

い
う
気
付
き
か
ら
、
居
場
所
の
運
営
に

必
要
な
要
素
と
し
て
「
対
話
」
を
掲
げ

て
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
子
ど
も
・
若
者
お
よ
び
子
育

て
家
庭
を
取
り
巻
く
地
域
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
さ
を
示
す
デ
ー

タ
か
ら
読
む
居
場
所
の
必
要
性
、
先
を

行
く
実
践
者
が
語
る
対
話
の
あ
り
方
、

去
る
２
月
に
開
催
し
た
「
子
ど
も
・
若

者
居
場
所
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
本
紙

７
９
６
号
に
関
連
記
事
掲
載
）
の
概
要

等
、
各
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
居
場
所
に
お

け
る
対
話
の
必
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
を
始
め
た
い
、
ま
た
は
実

際
に
活
動
し
て
い
る
方
々
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

本
会
で
は
、
政
策
提
言
活
動
か
ら
挙

げ
ら
れ
た
「
貧
困
の
連
鎖
の
防
止
」、
生

活
福
祉
資
金
「
教
育
支
援
資
金
貸
付
」

の
相
談
・
申
請
の
急
増
、
社
会
的
養
護

の
も
と
で
育
っ
た
子
ど
も
の
自
立
が
困

難
な
現
状
か
ら
、
子
ど
も
・
若
者
の
自

立
と
育
ち
を
支
え
る
こ
と
を
地
域
の
福

祉
課
題
と
し
て
捉
え
、
平
成
28
年
度
よ

り（
特
非
）よ
こ
は
ま
地
域
福
祉
研
究
セ

ン
タ
ー
、（
福
）県
共
同
募
金
会
と
協
働

し
「
子
ど
も
・
若
者
の
育
ち
と
自
立
を

支
え
る
協
働
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
が

夜
間
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ

く
り
の
普
及
・
推
進
を
目
指
す
県
の「
子

ど
も
・
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
推
進

事
業
」
を
受
託
し
、
両
事
業
を
連
動
さ

せ
、
課
題
や
取
り
組
み
を
共
有
す
る
冊

子
の
発
行
、
実
践
者
が
出
会
う
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
県
委
託
事
業
に
よ
り
発
行
し

た
『
子
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り

ガ
イ
ド
・
対
話
編
』
は
、
平
成
28
年
度

発
行
の
同
ガ
イ
ド
『
導
入
編
』
と
、
そ

れ
を
基
と
す
る
『
子
ど
も
・
若
者
の
居

場
所
づ
く
り
事
例
集
２
０
１
７
』
で
得

た
「
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
過
ご
す

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
子
ど
も
・
若
者
を
支
え
る

 
『
子
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
ガ
イ
ド
・
対
話
編
』
発
行

ガイド、事例集は本会ホームペー
ジより閲覧できます
URL  http://www.knsyk.jp/s/shi
ru/seisyounen.html

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
仕
組
み
は
、
県
社
協
・
県

共
募
の
関
係
者
（
団
体
で
も
個
人
で
も

可
）が
、
チ
ラ
シ
持
参
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
た
」
と
言
っ
て
予
約
す
る
と
、

利
用
１
台
に
つ
き
、
タ
イ
ヤ
フ
ェ
ス
タ

（
株
）が
１
０
０
円
を
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
の
た
め
に
寄
附
し
、
さ
ら
に
基
本

工
賃
か
ら
５
％
の
割
引
を
行
い
ま
す
。

福
祉
施
設
・
団
体
の
車
両
の
ほ
か
、
従

事
者
等
の
マ
イ
カ
ー
も
対
象
で
す
。

　

福
祉
分
野
は
車
を
使
用
す
る
機
会
も

多
く
あ
り
ま
す
。
お
得
か
つ
福
祉
分
野

の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
県
社
協
ま
た
は
県
共
募
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
総
務
担
当
）

　

タ
イ
ヤ
フ
ェ
ス
タ（
株
）と
県
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
県
社
協
）、
県
共
同

募
金
会
（
以
下
、
県
共
募
）
の
三
者
協

働
の
寄
附
活
動
「
タ
イ
ヤ
を
換
え
て
世

の
中
変
え
ま
ヒ
ョ
ウ
!!
」
が
平
成
30
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

大
和
市
に
あ
る
タ
イ
ヤ
フ
ェ
ス
タ

（
株
）は
、
タ
イ
ヤ
交
換
サ
ー
ビ
ス
の
専

門
店
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入

し
た
タ
イ
ヤ
を
店
舗

に
直
送
し
、
予
約
日

に
車
を
持
ち
込
む

と
、
30
分
程
で
タ
イ

ヤ
交
換
が
で
き
ま
す
。

　

費
用
は
市
場
の
相

場
価
格
の
６
〜
８
割
程
度
で
済
む
た

め
、
創
業
３
年
弱
で
利
用
台
数
は
７
千

台
を
超
え
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
の
安
西
隆
さ
ん
は
「
自

身
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
タ
イ
ヤ
の

消
耗
に
よ
る
リ
ス
ク
を
指
摘
さ
れ
た
経

験
か
ら
発
想
を
得
て
起
業
し
ま
し
た
。

社
会
へ
の
貢
献
は
当
社
の
精
神
で
あ

り
、
当
社
の
仕
組
み
は
お
客
様
の
経
費

節
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン

ト
。
さ
ら
に
福
祉
関
係
者
の
方
々
が
ご

利
用
く
だ
さ
る
場
合
は
、
当
社
か
ら
福

祉
活
動
支
援
へ
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
き

「
タ
イ
ヤ
を
換
え
て
世
の
中
変
え
ま
ヒ
ョ
ウ
！！
」

　
　
　
　

新
た
な
寄
附
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

タイヤフェスタ（株）
大和市深見西２－３－26
☎046－244－3500
URL http://tirefesta.com
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◇問合先＝（福）横須賀市社会福祉協
議会地域福祉課
　☎046－821－1301 FAX 046－827－0264

第35回
神奈川県ゆうあいピック大会
　県内の知的障害者がスポーツ活動
の場に集い、家庭・学校・施設・職
場等で日頃鍛えた心と身体を互いに
発表し合う大会です。
◇日時＝①サッカー　5月19日（土）、
20日（日）、27日（日）②バスケット
ボール　6月2日（土）、3日（日）③バ
レーボール　8月26日（日）④ソフト
ボール　9月29日（土）
◇会場＝①サッカー：國學院大學相
模原グラウンド（相模原市中央区
淵野辺5－10）②バスケットボー
ル：大和スポーツセンター（大和
市上草柳1－1－1）③バレーボー
ル：神奈川スポーツセンター（横
浜市神奈川区三ツ沢上町11－18）
④ソフトボール：秦野市おおね公
園（秦野市鶴巻940）
◇申込方法＝各種目へのチーム参加
をご検討の方は大会ホームページ
をご覧ください。なお、サッカー、
バスケットボールへのエントリー
受付は終了しています
　 URL http://yuaipic-kanagawa.jp/
yuai.html
◇問合先＝神奈川県障害者スポーツ
振興協議会
　☎045－311－8744 FAX 045－316－6860
　 Mail yuaipic-jimukyoku@yuaipic
-kanagawa.jp

川崎授産学園　音楽交流サロン
「奏」

　誰でもふらっと立ち寄って、音楽
に表現、出会いとふれあい、お茶と
お菓子を楽しめるサロンです。
◇日時＝6月28日（木）午後1時45分～
午後3時（午後1時開場）
◇会場＝川崎授産学園　ロビー
◇内容＝①誰でも参加し一緒に歌う
合唱②出演者によるコンサート③
市民企画④課題曲練習
◇費用＝無料（自家製お菓子と飲み
物はそれぞれ100円）
◇申込方法＝不要。団体の場合の
み、事前連絡

本会主催

平成30年度
精神保健ボランティアセミナー
　地域で暮らす精神障害のある人に
は、どんな悩みや不安があるのだろ
うか。当事者の声に耳を傾けなが
ら、改めてボランティアとしてでき
ることを考えます。
◇日時＝6月2日（土）午後1時30分～
午後3時30分（午後1時受付）
◇会場＝かながわ県民センター12階
第2会議室（横浜市神奈川区鶴屋
町2－24－2）
◇内容＝①講演「当事者から見たボ
ランティアについて」尾山篤史氏
（生活再建者のつどい「たなから
ぼたもち」代表）②ボランティア
の悩み・課題について、学びと気
付きの共有
◇対象＝精神保健ボランティアに参
加の方、関係機関・団体の方、興
味のある方
◇費用＝無料
◇定員＝先着50名。定員に達し次第
受付終了
◇申込方法＝☎FAX Mail にて事前に申込
◇共催＝神奈川県精神保健ボラン
ティア連絡協議会
◇問合先＝地域福祉推進担当
　☎045－312－4815 FAX 045－312－6307
　Mail tiiki@knsyk.jp

会員・関係機関主催

「やさしさ広がれ」
ふれあいフェスティバル2018
◇テーマ＝「みんなで咲かそう福祉
の花」
◇日時＝6月3日（日）午前10時～午後
3時
◇会場＝横須賀市総合福祉会館（横
須賀市本町2－1）※会場に駐車場
はありません。公共交通機関をご
利用の上ご来場ください
◇内容＝福祉に関わる体験、学び、
スポーツ、各種展示品、各種相談
コーナー等。福祉活動の紹介や身
近な福祉を体験できるお祭りです
◇費用＝入場無料（小物の販売、お
弁当の販売、喫茶店等あります）

◇問合先＝川崎授産学園
　〒215－0001川崎市麻生区細山1209
　☎044－954－5011 FAX 044－954－6463

寄附金品ありがとうございました

【一般寄附】広瀬公子
【交通遺児援護基金】（株）エスホケン
【ともしび基金】県立鎌倉養護学校、
脇隆志、（福）済生会湘南平塚病院
　（合計6件49,260円）
【寄附物品】（株）ツルハホールディン
グス、クラシエホールディングス
（株）、神奈川日産自動車（株）、（公
財）報知社会福祉事業団、（特非）
日産労連ＮＰＯセンターゆうらい
ふ21 （いずれも順不同、敬称略）

（株）ツルハ関東第一店舗運営部より県内の介
護老人保健施設へ車いすを寄贈いただき、舘
昌夫部長（後方右から４人目）に感謝状を贈呈

神奈川日産自動車（株）より県内の老人福祉施
設へ車いすを寄贈いただき、横山明代表取締
役社長（右）に感謝状を贈呈。（福）阿部睦会の
阿部皓三常務理事（中央）も同席

ＮＨＫ－ＦＭ放送のご案内
　NHK－FM（横浜81.9MHz／小
田原83.5MHz）「お昼前のお知ら
せ」で本会事業を紹介します。ぜ
ひご視聴ください。
日時：７月10日（火）
　　　午前11時50分～55分
内容： 福祉作文コンクールのお

知らせ（予定）

 ◇問合先＝企画調整・情報提供担当
☎045－311－1423
FAX045－312－6302
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大
和
市
は
、
本
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
人
口
約
23
万
人
の
自
治
体
で

す
。
市
内
に
は
８
つ
の
駅
が
あ
り
、
市

域
の
ほ
と
ん
ど
が
駅
ま
で
15
分
以
内
の

徒
歩
圏
内
に
あ
り
ま
す
。

　

相
談
に
応
じ
る
民
生
委
員
児
童
委
員

は
２
７
５
名
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
）
で
、
そ
の
う
ち
主
に
児
童
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
主
任
児
童
委
員
は
22
名

お
り
、
市
内
11
の
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
に
位
置
し
て
い
る
下
鶴
間
地
区

は
、
交
通
の
利
便
性
等
に
よ
り
、
近
年

は
若
年
齢
の
住
民
が
増
加
し
、
高
齢
者

か
ら
子
育
て
世
代
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
ま
で
を
含
め
た
、
今
ま
さ
に
新
し
い

福
祉
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
地
域
で
、
34
名
の
民
生
委
員
児
童

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2018（平成30）年5月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
当
地
区
で

開
催
し
て
い
る
「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
く
ら

ぶ
」
は
、「
お
母
さ
ん
に
も
子
ど
も
に
も

仲
間
を
!!
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
子
育
て

サ
ロ
ン
で
す
。

　

年
間
30
回
程
度
の
子
育
て
サ
ロ
ン
活

動
に
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
全
員
が

順
番
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
で

地
域
に
大
勢
の
知
り
合
い
が
で
き
る
た

め
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
と
成

長
し
た
あ
と
で
も
、
仲
間
が
い
る
安
心

感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
遊
ん
で

楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
専
門
職
も

参
加
し
、
子
ど
も
の
健
康
、
生
活
情
報

の
提
供
等
も
同
時
に
行
い
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
活
動
も
好
評
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
児
童
の
様
子
や
孤
立

お
母
さ
ん
に
も
子
ど
も
に
も
仲
間
を
!!

　
　
　
　

 

下
鶴
間
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
大
和
市
）

し
て
い
る
親
子
が
い
な
い
か
を
見
守
る

「
児
童
・
親
子
の
見
守
り
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
行
い
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の
案
内

を
す
る
等
、
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
は
小
学
校
３
〜
６

年
生
を
対
象
に
「
子
ど
も
お
も
し
ろ
科

学
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
憲
章
に
も
あ
る
よ
う
に
、
児
童

が
人
と
し
て
尊
ば
れ
、
社
会
の
一
員
と

し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、
よ
い
環
境
の
中
で

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
し
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
の
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

方
々
と
信
頼
し
、
信
頼
さ
れ
る
間
柄
へ

と
な
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ち

の
務
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ぴ
ょ
ん

ぴ
ょ
ん
く
ら
ぶ
」
等
の
活
動
を
体
験
し

た
子
ど
も
た
ち
が
少
し
ず
つ
お
母
さ
ん

方
の
手
を
離
れ
て
い
っ
た
と
き
、
子
育

て
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
お

母
さ
ん
方
が
、
私
た
ち
と
共
に
こ
の
活

動
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
そ
れ

が
私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
願
い
で
す
。

 （
下
鶴
間
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

子どもとお母さんたちの笑顔で
民生委員児童委員は元気をもらっています

「子どもおもしろ科学教室」では、子どもた
ちも大人もみんな真剣です

５月12日
民生委員・児童委員の日
　民生委員制度は、第一次世界
大戦末期、大正６（1917）年５
月12日に防貧対策として岡山
県で創設された済世顧問制度
を源とする、由緒ある制度です。
　全国民生委員児童委員連合
会では、この制度が公布された
５月12日を「民生委員・児童委
員の日」と定めました。この機
会に、民生委員・児童委員のこ
とを知っていただく取り組み
を進めていきます。
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